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中
信
森
林
管
理
署
大
野
川
森
林
事
務

所
管
内
は
、
乗
鞍
高
原
を
含
み
標
高

一
、一
〇
〇
～
三
、〇
二
六
㍍（
乗
鞍
岳
）

と
高
所
に
位
置
し
、
冷
涼
な
気
候
で
乗

鞍
岳
を
望
み
、
乗
鞍
ス
キ
ー
場
や
乗

鞍
・
白
骨
温
泉
、
い
が
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ラ
ン
ド
な
ど
観
光
や
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
が
豊
富
な
地
域
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

今
回
は
、
日
本
一
簡
単
に
三
、〇
〇�

〇
㍍
峰
に
登
山
で
き
る
と
い
わ
れ
る
乗

鞍
岳
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

日
本
一
の
高
度
を
走
る
乗
鞍
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
を
利
用
し
て
、
登
山
口
で
あ
る

標
高
二
、七
〇
二
㍍
畳
平
へ
ア
ク
セ
ス

す
る
と
、
剣
ヶ
峰
山
頂
ま
で
は
徒
歩
一

時
間
三
十
分
ほ
ど
で
す
。
山
頂
か
ら
は

乗
鞍
高
原
を
見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
、

山
頂
直
下
の
火
口
湖
、
権
現
池
を
望
め

ば
、
過
去
の
噴
火
と
周
辺
地
形
の
成
り

立
ち
を
観
察
で
き
ま
す
。

　

乗
鞍
高
原
は
乗
鞍
岳
の
溶
岩
台
地

で
、
溶
岩
の
厚
さ
六
十
㍍
、
落
差
四
十

㍍
の
乗
鞍
三
滝
の
一
つ
、
番
所
大
滝
を

生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
の
滝
百
選
に
選
出
さ
れ

た
三
本
滝
は
、
水
源
が
異
な
る
三
つ
の

滝
の
様
子
が
一
度
に
見
ら
れ
る
名
所

で
、
落
差
五
十
㍍
、
山
岳
信
仰
の
修
験

者
の
厳
し
い
修
行
の
場
で
あ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
善
五
郎
の
滝
は
、
今
か
ら

約
四
万
三
千
年
前
、
乗
鞍
火
山
の
高

天
ヶ
原
火
山
体
（
二
、八
二
九
㍍
）
か

ら
流
れ
出
た
、
番
所
溶
岩
の
中
に
で
き

た
滝
で
、
幾
度
に
も
わ
た
っ
て
流
れ
た

溶
岩
の
一
端
が
崖
と
な
っ
た
個
所
に
、

小
大
野
川
が
流
れ
て
滝
に
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

近
隣
で
は
、
特
異
な
地
質
と
し
て
、

温
泉
が
噴
出
し
た
場
所
に
沈
殿
物
が
多

く
付
着
し
て
幾
重
に
も
な
っ
た
「
噴
湯

丘
」
や
、
世
界
的
に
も
珍
し
い
球
状
の

石
灰
岩
で
国
の
特
別
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
た
「
白
骨
温
泉
の
噴
湯
丘
と
球

状
石
灰
石
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
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所
在
地
（
乗
鞍
岳
畳
平
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
）

　

�

岐
阜
県
高
山
市
丹
生
川
町
岩
井
谷

一
二
二
三

　

�

営
業
期
間
：
五
月
十
五
日
～
十
月

三
十
一
日
（
冬
季
閉
鎖
）
ま
で

◆
ア
ク
セ
ス
【
自
動
車
】

　

�

〇
ほ
お
の
き
平
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
ま
で

中
部
縦
貫
道
・
高
山
IC
よ
り
約

三
十
五
分

　

長
野
道
・
松
本
IC
よ
り
約
六
十
分
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